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やしお市議会だより 

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
今
年
４

月
で
、
１０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
要
介
護
認
 

定
、
介
護
報
酬
、
介
護
保
険
事
業
計

画
と
そ
れ
に
伴
い
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
の
保
険
料
な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
市
の
３
年
間
の
事
業
計
画
で
 

は
、
多
機
能
型
小
規
模
施
設
の
み
の

設
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
養
で
も

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
利
用
料
が
高

く
て
利
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。
低

所
得
者
の
入
所
希
望
者
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
 

 

　
平
成
１７
年
の
改
正
に
よ
り
、

施
設
利
用
の
食
費
・
居
住
費
が

本
人
負
担
と
な
っ
た
が
、
低
所
得
者

へ
の
配
慮
と
し
て
一
定
金
額
を
払
う

の
み
で
、
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
は

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し

て
市
か
ら
施
設
に
払
う
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
受
益
と
負
担
の
観
点
か
 

ら
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
内
で
運
営

し
て
い
き
た
い
。
 

QＡ
 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 　

八
潮
市
行
政
改
革
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
 

 

　
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、

廃
止
・
統
合
に
つ
い
て
で
す
 

が
、
平
成
２１
年
度
の
組
織
改
正
に
お

い
て
、
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
に

あ
り
ま
し
た
青
少
年
育
成
に
つ
い
 

て
、
教
育
委
員
会
に
事
務
を
統
合
 

し
、
総
合
的
に
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
次
に
、
民
間
委
託

等
の
推
進
で
は
、
公
共
施
設
の
警
備

業
務
委
託
を
一
元
化
し
、
経
費
の
縮

減
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
、

定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
１７
年
度
に
八
潮
市
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
し
職
員
数
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
次

に
、
手
当
て
の
総
点
検
を
は
じ
め
と

す
る
給
与
の
適
正
化
で
は
、
平
成
２１

年
度
に
は
、
地
域
手
当
の
支
給
率
を

３
％
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
、

第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
通
し
に
つ
い
て

で
す
が
、
や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
財
団
に
お
い
て
は
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
事
業
の
企
画
・
展
開
に

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
、

経
費
節
減
の
財
政
効
果
に
つ
い
て
で

す
が
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
 

で
、
職
員
定
数
の
適
正
化
に
よ
る
人

件
費
抑
制
な
ど
で
、
財
政
効
果
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

QＡ
 

郡
司
　
伶
子 

安
全
対
策
に
つ
い
て
 

　
緑
町
一
丁
目
交
差
点
の
歩
行

者
用
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。
 

 

　
緑
町
一
丁
目
交
差
点
に
つ
き

ま
し
て
は
、
歩
行
者
用
信
号
機

の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
こ
の
交
差
点
へ
の
歩
行

者
用
信
号
機
の
設
置
に
つ
き
ま
し
 

て
、
毎
年
、
草
加
警
察
署
を
通
し
て

埼
玉
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
要
望

を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
松
之
木

小
学
校
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。
 

QＡ
 

戸
川
　
須
美
子 

ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
 

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
６
月
２０

日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、
「
Ｃ

Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
八
潮

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
 

 

　
埼
玉
県
で
は
昨
年
と
同
様
に

「
照
明
の
一
斉
消
灯
」
の
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
公
共
施
設
に
お
け
る
「
一

斉
消
灯
」
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
市
民
及
び
事
業
者
へ
の
呼

び
か
け
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

Q

森
下
　
純
三 

歳
入
・
人
口
増
を
目
指
す

企
業
誘
致
に
つ
い
て
 

　
財
源
確
保
の
特
効
薬
と
言
わ

れ
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
用

地
や
様
々
な
環
境
問
題
が
課
題
と
な

る
大
規
模
事
業
所
以
外
で
、
５
０
０

万
事
業
者
、
オ
フ
ィ
ス
維
持
経
費
等

で
２０
兆
円
規
模
と
い
わ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
事
業
者
や
、
店
舗
を
持
た
ず
に
既

存
の
倉
庫
で
営
業
で
き
る
Ｉ
Ｔ
関
連

事
業
者
を
、
既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や

既
存
の
倉
庫
を
活
用
し
て
誘
致
す
る

事
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
 

　
近
年
税
収
の
増
加
や
雇
用
の

拡
大
等
を
期
待
し
、
企
業
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増

加
し
て
お
り
、
本
市
で
は
、
新
た
な

取
引
先
の
拡
大
や
市
民
の
雇
用
機
会

の
拡
大
な
ど
、
市
内
の
活
性
化
に
も

繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
企
業
の
誘
致
は
、
新
た
な
用

地
の
確
保
を
伴
わ
な
い
事
や
、
本
市

の
駅
周
辺
等
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
状

況
か
ら
、
ま
た
、
既
存
の
倉
庫
を
活

用
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
も
、
本
市

の
地
域
特
性
か
ら
、
共
に
実
施
に
向

け
た
可
能
性
が
高
く
、
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
倉

庫
利
用
に
お
け
る
建
物
の
用
途
変
更

の
諸
課
題
を
踏
ま
え
、
先
進
自
治
体

を
参
考
に
し
、
関
係
団
体
等
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

Q

森
　
　伸　
一 

八
潮
市
行
政
改
革
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
 

吉
田
　
準
一 

　
八
潮
駅
か
ら
市
役
所
ま
で
の

市
役
所
通
り
の
う
ち
、
八
潮
四

丁
目
周
辺
が
暗
く
、
危
険
で
あ
り
、

物
騒
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
街
灯
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
 

 

　
市
役
所
通
り
の
状
況
を
点
検

し
た
と
こ
ろ
、
道
路
照
明
灯
を

通
常
必
要
と
す
る
道
路
の
交
差
点
部

な
ど
に
つ
い
て
の
整
備
は
、
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
ま
す
。
指
摘
さ
れ
た
場
所

の
周
辺
に
つ
い
て
は
八
潮
駅
周
辺
と

比
べ
ま
す
と
高
速
道
路
の
横
断
を
境

に
住
宅
地
と
な
る
た
め
、
照
度
不
足

の
感
は
あ
り
ま
す
。
今
後
詳
細
に
調

査
し
、
違
和
感
の
な
い
照
度
の
確
保

な
ど
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

Q
防
犯
対
策
に
つ
い
て
 

池
谷
　
和
代 


